


 




定　理

　　△の外接円の中心を，内接円の中心をとするとき，円に内接し，

　円に外接する三角形が無数に存在する。

証　明

　　外心と内心が一致する場合は，△が正三角形のときであり，対称性

　から定理は成り立つ。

　　次にとが一致しない場合について考える。

　　外接円の半径を，内接円の半径をとする。の延長と外接円の交点を



 










　とし，の延長と外接円の交点をとする。からへ垂線をひき交点を

　とすると，は内接円との接点である。

　　△と△において

　　　　　，　＝

　であるから△△となり

　　　　　







より









　すなわち　　……①

　　次に△において

　　　　　＝，　

　ここで，　であるから

　　　　　＝

　△はの二等辺三角形となり，①より　　　……②

　　いま，円の周上に任意の点をとり，から円に接線をひき円との交






















　点を，とし，から円に接線をひき円との交点をとする。と

　が一致することを示せば定理が証明される。

　　の延長と円の交点をとし，の延長と円との交点をとする。

　からへ垂線をひき交点をとする。

　　まず方べきの定理により

　　　　　　これと②より　＝　……③

　△△であるから

　　　　　







より









　すなわち　　……④

　③と④から　　よって　

　　　　　

　　　　　＝

　であるから　＝　したがってとは一致する。　　　　　　証明終


